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　皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　当社は、「人と環境に優しい住まい方の創造と提案により社会貢献」
することを企業使命感として、経営基盤の強化と収益力の向上によ
り、安定した配当の継続を基本に皆様のご期待にお応えしたいと考
えております。当社第 76 期の決算が終了いたしましたのでご報告
申し上げます。

　当期のわが国経済は、長引く物価上昇の影響が続く中、雇用環境
や個人所得の改善を背景に緩やかな回復が見られたものの、米国を
中心とした各国の通商政策の影響拡大等により、先行き不透明な状
況が続いております。加えて、中東情勢の緊迫化が継続し、原油・
エネルギー価格の変動や物流面の不確実性の高まり等を通じて、原
材料コスト及び物流コストへの影響が懸念される状況です。卸売事
業の営業基盤であります住宅業界におきましては、円安による原材
料コストの高騰に加え、職人不足や資材価格の高止まりによる住宅
価格の上昇が消費マインドを低下させているものと考えております。
また、昨今の金利上昇局面における先行き不透明感も住宅取得意欲
に影響を及ぼしているものと考えております。さらに建築基準法及
び建築物省エネ法改正への対応も背景に、新設住宅着工戸数は低調
に推移しており、依然として厳しい経営環境であります。

　このような環境において、卸売事業では、オリジナルブランドで
ある「ARUMIK」、「Skog」のブランド認知度向上に取り組み、自然
素材の輸入関連商品、ダクトレス全熱交換換気システム「Air save」
などのオリジナル商品の販売強化と既存取引先との関係強化に注力
してまいりました。小売事業では、新たに 1 店舗出店し売上拡大と
集客力の強化、各種サービスの拡充によるお客様満足度の向上に努
めてまいりました。

　これらの結果、第 76 期連結決算は、売上高 371 億 65 百万円（前
連結会計年度比 2.5％増）、営業利益 10 億 67 百万円（同 45.2％減）、
経常利益 11 億 26 百万円（同 45.6％減）、親会社株主に帰属する当
期純利益 7億 7百万円（同 40.3％減）となりました。

　次期につきましては、卸売事業では、オリジナル商品群の販売強
化によりキムラブランドの確立を目指すとともに、換気関連商品を
中心に販路拡大・売上増強に注力し
た営業活動を進めてまいります。小
売事業では、お客様へ意味と価値あ
るサービスを提供し、リアル店舗の
強みを活かして売場の進化を図って
まいります。

　株主の皆様には、今後ともより一
層のご支援を賜りますようお願い申
し上げます。
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（2026 年 6月 26日現在）

代表取締役社長 木村　勇介 取締役 小林美穂子
代表取締役副社長 木村勇太朗 常勤監査役 吉田　研一
取締役 南　　耕平 監査役 斉藤　博之
取締役 小池　猛夫 監査役 本間　幹英
取締役 朝日田雄人

東京都千代田区丸の内一丁目 3-3

https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル 0120-288-324
電子公告　https://www.kimuranet.jp
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による
公告をすることができない場合には、日本経済新聞に
掲載して行います。
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　本社および 12 営業所（北海道内
4、本州 8）において、住宅用資材
の卸売りを行っております。オリジ
ナル商品である換気関連商品の販売
強化に注力しましたが、システム投
資等による経費の増加が利益を押し
下げる要因となり、売上高 95 億 47 百万円（前連結会計年度比
6.5％減）、営業利益 5億 61 百万円（同 23.2％減）となりました。

　子会社である株式会社ジョイフル
エーケーにおいて、大型ホームセン
ター 5店、ペット専門店 5店、資材
専門店 2 店を運営しております。家
庭用からプロ向けの商品まで幅広く
販売しております。各種サービスの
拡充によるお客様満足度の向上に努
めてまいりましたが、人件費・店舗出店に伴う経費増加もあり、売
上高 241 億 35 百万円（前連結会計年度比 8.3％増）、営業利益 64
百万円（同 93.4％減）となりました。

　札幌およびその近郊で不動産の賃貸を行っております。賃貸資産
の適切な管理と効率的な運用を心掛けておりますが、2025 年度は
分譲マンション「ザ・札幌タワーズ」の販売代金の計上が継続した
ことにより、売上高 13 億 74 百万円（前連結会計年度比 10.6％減）、
営業利益 7億 48 百万円（同 13.9％増）となりました。

　道央圏（札幌およびその周辺地域）、道北圏で増改築やリフォー
ム工事などで必要な足場を組立・解体の人材および工程込みでレン
タルしております。中高層向け次世代足場の受注が好調な中、業務
の効率化に努めましたが資材購入経費の影響により、売上高 7 億
75 百万円（前連結会計年度比 1.9％増）、営業損失 0 百万円（前連
結会計年度は営業損失 20 百万円）となりました。

　札幌およびその近郊でサッシ・ガラス等の加工、施工販売を行なっ
ております。工事現場での設計、監理、施工の基本を徹底すること
で業務の効率化に努めておりますが、売上高 13 億 31 百万円（前
連結会計年度比 7.8％減）、営業利益 1 億 53 百万円（同 3.3％減）
となりました。
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6.5％減）、営業利益 5億 61 百万円（同 23.2％減）となりました。

　子会社である株式会社ジョイフル
エーケーにおいて、大型ホームセン
ター 5店、ペット専門店 5店、資材
専門店 2 店を運営しております。家
庭用からプロ向けの商品まで幅広く
販売しております。各種サービスの
拡充によるお客様満足度の向上に努
めてまいりましたが、人件費・店舗出店に伴う経費増加もあり、売
上高 241 億 35 百万円（前連結会計年度比 8.3％増）、営業利益 64
百万円（同 93.4％減）となりました。

　札幌およびその近郊で不動産の賃貸を行っております。賃貸資産
の適切な管理と効率的な運用を心掛けておりますが、2025 年度は
分譲マンション「ザ・札幌タワーズ」の販売代金の計上が継続した
ことにより、売上高 13 億 74 百万円（前連結会計年度比 10.6％減）、
営業利益 7億 48 百万円（同 13.9％増）となりました。

　道央圏（札幌およびその周辺地域）、道北圏で増改築やリフォー
ム工事などで必要な足場を組立・解体の人材および工程込みでレン
タルしております。中高層向け次世代足場の受注が好調な中、業務
の効率化に努めましたが資材購入経費の影響により、売上高 7 億
75 百万円（前連結会計年度比 1.9％増）、営業損失 0 百万円（前連
結会計年度は営業損失 20 百万円）となりました。

　札幌およびその近郊でサッシ・ガラス等の加工、施工販売を行なっ
ております。工事現場での設計、監理、施工の基本を徹底すること
で業務の効率化に努めておりますが、売上高 13 億 31 百万円（前
連結会計年度比 7.8％減）、営業利益 1 億 53 百万円（同 3.3％減）
となりました。
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　皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　当社は、「人と環境に優しい住まい方の創造と提案により社会貢献」
することを企業使命感として、経営基盤の強化と収益力の向上によ
り、安定した配当の継続を基本に皆様のご期待にお応えしたいと考
えております。当社第 76 期の決算が終了いたしましたのでご報告
申し上げます。

　当期のわが国経済は、長引く物価上昇の影響が続く中、雇用環境
や個人所得の改善を背景に緩やかな回復が見られたものの、米国を
中心とした各国の通商政策の影響拡大等により、先行き不透明な状
況が続いております。加えて、中東情勢の緊迫化が継続し、原油・
エネルギー価格の変動や物流面の不確実性の高まり等を通じて、原
材料コスト及び物流コストへの影響が懸念される状況です。卸売事
業の営業基盤であります住宅業界におきましては、円安による原材
料コストの高騰に加え、職人不足や資材価格の高止まりによる住宅
価格の上昇が消費マインドを低下させているものと考えております。
また、昨今の金利上昇局面における先行き不透明感も住宅取得意欲
に影響を及ぼしているものと考えております。さらに建築基準法及
び建築物省エネ法改正への対応も背景に、新設住宅着工戸数は低調
に推移しており、依然として厳しい経営環境であります。

　このような環境において、卸売事業では、オリジナルブランドで
ある「ARUMIK」、「Skog」のブランド認知度向上に取り組み、自然
素材の輸入関連商品、ダクトレス全熱交換換気システム「Air save」
などのオリジナル商品の販売強化と既存取引先との関係強化に注力
してまいりました。小売事業では、新たに 1 店舗出店し売上拡大と
集客力の強化、各種サービスの拡充によるお客様満足度の向上に努
めてまいりました。

　これらの結果、第 76 期連結決算は、売上高 371 億 65 百万円（前
連結会計年度比 2.5％増）、営業利益 10 億 67 百万円（同 45.2％減）、
経常利益 11 億 26 百万円（同 45.6％減）、親会社株主に帰属する当
期純利益 7億 7百万円（同 40.3％減）となりました。

　次期につきましては、卸売事業では、オリジナル商品群の販売強
化によりキムラブランドの確立を目指すとともに、換気関連商品を
中心に販路拡大・売上増強に注力し
た営業活動を進めてまいります。小
売事業では、お客様へ意味と価値あ
るサービスを提供し、リアル店舗の
強みを活かして売場の進化を図って
まいります。

　株主の皆様には、今後ともより一
層のご支援を賜りますようお願い申
し上げます。
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株式会社北洋銀行
野村證券株式会社

34.71
9.15
4.84
4.16
3.97
3.60
2.54
2.50

（2026 年 6月 26日現在）

代表取締役社長 木村　勇介 取締役 小林美穂子
代表取締役副社長 木村勇太朗 常勤監査役 吉田　研一
取締役 南　　耕平 監査役 斉藤　博之
取締役 小池　猛夫 監査役 本間　幹英
取締役 朝日田雄人

東京都千代田区丸の内一丁目 3-3

https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル 0120-288-324
電子公告　https://www.kimuranet.jp
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による
公告をすることができない場合には、日本経済新聞に
掲載して行います。
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